
文責 土屋 浩一

読書の秋
秋は物事に集中して取り組むことに適した時期で、芸術の秋、スポーツの秋、読書の秋

など、様々な秋の取り組みがあります。読書の秋の由来は中国の唐時代の詩人である韓愈
（かんゆ）が読んだ漢詩が元になっていると言われています。詩の中に「燈火（とうか）
親しむべし」という一節があります。その意味は「秋になると涼しさが気持ちよく感じら
れる。そんな秋の夜長はあかりを付けて本を読むのに適した季節である」ということで、
この言葉が読書の秋の由来とされています。本校でも１０月は子供たちがたくさんの本と
出会い、新しい世界に冒険できるように読書月間としています。本を開くことで、行った
ことのない場所へ旅をしたり、登場人物の気持ちになったり、様々な人の考えや気持ちに
寄り添ったりすることができます。子供にとって読書は想像力や考える習慣を身に付ける
よい機会です。ぜひ、ご家庭でも読書の秋を楽しんでみてはいかがでしょうか。また、本
校の図書室には毛呂山町在住の作家のTERUKOさんから寄贈していただいたファンタジー小
説「コリット」と絵本「さかさま」を置いています。身近な毛呂山町から生まれた素晴ら
しい小説や絵本の世界に触れてみてください。

絵燈篭づくり
３年生と５年生が「鎌倉街道上道 絵燈篭の夕べ」に飾る絵燈篭を制作しました。また、

６年生は大類・苦林地区に飾る絵燈篭を制作しました。子供たちは絵燈篭づくりを通じて
ふるさと毛呂山町への愛着や誇りを深めています。ご家族で会場に足をお運びいただき、
幻想的な風景と子供たちの作品をお楽しみください。

ものづくりと環境を学ぶ
５年生で、株式会社バンダイの教育プログラム「ガンプラアカデミア」を実施しました。

プラモデルの組み立て体験を通して、ものづくりの工夫やプラスチックごみを減らすリサ
イクルプラモデル（エコプラ）の取り組みなどを学びました。体験中の子供たちは目を輝
かせ、パーツ一つ一つの精度に驚きながら集中して組み立てに取り組んでいました。「作
る楽しさ」と「環境を守る工夫」を同時に学ぶ、貴重な機会となりました。
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